
大根島第二熔岩隧道（竜渓洞） 

 

  施設管理者  ：島根県松江市 

施設所在地  ：島根県松江市八束町寺津 

調査見学時期 ：平成 30 年 11 月 29 日（木） 

施設概要 

 竜渓洞は島根県松江市の大根島にある熔岩洞窟です。大根島は約 20 万年前の火山活

動で誕生したといわれ、大根島内には「幽鬼洞」（国指定特別天然記念物）と「竜渓洞」

（国指定天然記念物）の 2 つの熔岩洞窟が発見されています。竜渓洞は、昭和 8 年道路

工事の際に偶然発見されたもので、昭和 10 年に天然記念物に指定されました。くねく

ねと伸びる洞窟は龍神様の住みかになぞらえて、そのような呼び名がつけられたそう

です。普段は、入口は施錠されており見学ができませんが、事前に申し込めば見学でき

ます。洞窟内には火口があり、天井には無数のつらら石が見られました。また、洞窟内

には、「キョウトメクラヨコエビ」という珍しい生物も生息しているとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

    洞窟の入り口          洞窟内から入り口を眺める 

 


